
Point

Point

05 寝具

日本の伝統寝具の製作技術を
後世に伝えるために！競う
我が国でもめん綿の入った｢蒲団｣が庶民に使われるようになっ

たのは、江戸時代からです。 明治以降、産業の発展と共に誰でも

ふとんで寝ることが出来るようになったのです。一日の疲れを癒

やし、明日への活力を生む睡眠には欠かせない寝具を高度な技

術で仕上げます。 

競技概要 競技時間 4時間40分（1日）

第30回 競技課題

技能グランプリでは、掛ふとん90分、敷ふとん90分、円形座布団

60分、角座布団40分で四種類の寝具を4時間40分で全ての行

程を手作業で製作します。 

角座ぶとん

掛けふとん＆敷きふとん

円形座ぶとん

06 石工

日本古来の石工の形
受け継がれる技を・・・次世代へ
古来石工は山で採石し、石を棺（つち）と鑿（のみ）をもって様々

な石造物を加工してきました。 現在のような機械化の時代でも

原点は手仕事です。

競技概要

第30回 競技課題

社寺建築で使用する沓石（双盤）をイメージしています。

石を上下に分けて、上部は丸味の切り込みと天部のホゾ

穴、下部は勾配としています。上部は「小叩き仕上げ」、下

部は「ビシャン仕上げ」とし、アール加工・稜線・縁取り加

工で美しさの出来栄えを競います。

出来上がった4種類のふとんを、外観・綿の入れ方・仕上

げ方など1種目について8個の採点項目で評価して得点

を集計します、出来上がったそれぞれのふとんは、仕上

がりの良い布団ほど機能美を感じることが出来ます、特

にふとんの角は職人の腕が表れています。

さしがね
金属製で直角も
はかれるものさし

安山岩

カナヅチ
石を加工するときに使う

技能検定職種名（作業名）　寝具製作（寝具製作作業） 技能検定職種名（作業名）　石材施工（石材加工作業）

くついし　　　そうばん

競技時間 10時間（1日目6時間／2日目2時間）

[神社の鳥居] [春日灯篭（とうろう）] [おはか][観音様]
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